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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・河村　哲久様～不穏時レボトミン（25）7回分処方となる。
・向井　敦子様～フェルビナクスチック1本処方となる。
・中村　徳子様～レボフロキサシン（500）1T夕食後が7日分処方となっているが、レボフロキサシンと重質酸化マグネシウムを同時に服用すると吸収が低下するとの事。レボフロキサシン服用期間中は夕食後に処方となっている重質酸化マグネシウム1Pを寝る前に移行し寝る前2Pとしています。
（レボフロキサシン服用期間中　1-1-0-2）

＜要注目患者様＞　
・小笠原　文人様～奇異行為は見られているが他者トラブルやスタッフ対面時の易怒性は無い。
・中村　徳子様～11:00体温37.8℃、感冒症状なし。今朝の尿検査にて白血球3＋、2日前まで排尿時痛があったとの事。11:30主治医へ報告しコロナ・インフルエンザの抗原検査・採血・尿培養の指示あり。抗原検査結果陰性。尿路感染症としてレボフロキサシン（500）1Tが夕食後で7日分処方となる。16:00体温37.4℃、感冒症状なし。
＜村上Dr.診察情報＞
・高橋　康満様～指示・処方の変更なし。
・中野渡　鉄男様～指示・処方の変更なし。
・十日市　利喜様～指示・処方の変更なし。
＜皮膚科診察情報＞
・小豆畑　裕介様～尿素クリーム1本処方となる。
・田中　敬様～フェキソフェナジン継続処方となる。
・井上　和美様～デルモゾールDP軟膏1本・エキザルベ1本処方となる。
・高橋　康満様～フェキソフェナジン継続・デルモゾールDP軟膏2本処方となる。
・船場　幸子様～テルビナフィンクリーム1本・エキザルベ1本処方となる。
・向井　敦子様～テルビナフィン外用液1本処方となる。
・冨田　幸生様～テルビナフィンクリーム1本処方となる。
・中村　豊様～アズノール軟膏1本・テルビナフィンクリーム1本1本・尿素クリーム1本処方となる。
・播摩　克子様～ヘパリン類似物質クリーム1本処方となる。
